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市政ピックアップPICK UP!!

●お問い合わせ／市国保年金課国民年金係 ☎26‐5728、各総合支所市民福祉課、鶴岡年金事務所 ☎0235‐23‐5040

20歳がスタート 知っておきたい国民年金

国民年金の加入区分

　日本に住む20歳以上60歳未満の人は、次の3つの区分の

いずれかに加入することになります。加入者を被保険者

と言います。

こんなときは届け出を

　結婚や退職をした場合、国民年金の加入区分が変わる

ことがあり、その都度届け出が必要です。

【資格などに関する届け出】20歳になったとき／1号被保
険者は、はがきが届いたら市国保年金課へ返送、3号被保
険者は配偶者の勤務先へ届出

▲

会社を退職したとき、配
偶者の扶養から外れたとき／市国保年金課または各総合
支所市民福祉課へ

▲

結婚、退職などで配偶者の扶養にな
ったとき／配偶者の勤務先へ

国民年金保険料額と納め方

　20歳から60歳までの40年間納めます。

第1号被保険者の平成24年度保険料／月額14,980円
【保険料の納め方】納付書（現金）／各金融機関またはコ
ンビニエンスストアで納付

▲

クレジットカード／手続き
は鶴岡年金事務所へ（郵送も可）

▲

口座振替／手続きは

各金融機関または鶴岡年金事務所へ
【便利でお得な割引制度】納付書払い、クレジットカード
払い、口座振替払いでは、1年分あるいは半年分をまとめ
て納めると保険料が割引になる前納制度があります。口
座振替では、翌月末引き落としを当月末引き落としにす
ることで割引になる早割制度もあります。

保険料の納付が困難なとき

　保険料を未納のままにしておくと、老後の年金だけで

なく、障害年金や遺族年金も受けられない場合がありま

す。保険料の納付が困難な場合は相談してください。

◆学生の方には学生納付特例制度、30歳未満の方には若
年者納付猶予制度、自営業や離職された方には保険料免
除制度があります。受付期限がありますので、早めに相
談してください。

国民年金の給付

　国民年金には3つの基礎年金があります。

老齢基礎年金／原則として65歳から受けられます
障害基礎年金／国民年金加入中のけがや病気で1級・2級
の障害の状態となったときに受けられます
遺族基礎年金／国民年金加入者が亡くなったとき、その
人に生計を維持されていた子のいる妻、または子が受け
られます（子の年齢が18歳になるまで）
◆老齢基礎年金を受給するためには、保険料を納めた期
間（第2号・第3号被保険者期間を含む）と免除期間など
を合わせて25年以上必要です。
◆厚生年金加入中のけがなどで障害厚生年金を受給する
場合でも、国民年金の納付期間が必要となる場合があり
ます。離職中の短い期間でも国民年金に加入しましょう。

国民年金（基礎年金は全員加入です）
第1号被保険者
自営業など

第2号被保険者
会社員など

第3号被保険者
会社員などの
被扶養配偶者

厚生年金など

人生の新たな一歩のスタートライン
酒田市成人式は1月13日㈰ ●お問い合わせ／市社会教育課社会教育係

☎24‐2993

日時／1月13日㈰午後1時30分～（受け付けは午後0時30分
～1時20分）

▲

場所／希望ホール

▲

対象／本市在住または
本市出身の平成4年4月2日～平成5年4月1日生まれの方

▲

持ち物／案内はがき（当日忘れた方や、なくした方も入
場できます）
●案内はがきは、11月中旬に発送済みです。
●本市出身者であれば、就職や進学などで、市外に居住
している方も参加できます。
●午後１時30分から式典が始まりますので、午後１時20

分までに入場してください。
●会場付近の道路が
非常に混み合います。
時間に余裕を持って
来場してください。
また希望ホール周辺
の路上に停車しての
乗り降りはご遠慮願
います。 ▲昨年の成人式の様子


